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渋沢栄一に学ぶ
ポストコロナ時代の生き方、考え方

令和３年
新春
特別対談
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：
：
：
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医療経営士（会員）……無料 
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2021年1月31日日まで視聴可能

2021｜1｜14 ㊍
WEBライブ配信
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ァースト・ボストン証券会社（NY）、JPモルガン銀行（東
京支店）などを経て、2001年、シブサワ・アンド・カンパ
ニー株式会社創業。2007年、コモンズ株式会社創業。
2008年、コモンズ投信会長。

もりや・あつし●作家・中国古典研究家／グロービス経営
大学院アルムナイスクール特任教授。1965年、東京生ま
れ、早稲田大学第一文学部卒業。専門領域は『孫子』『論語』

『韓非子』『老子』『荘子』。主な著書・編訳書に『現代語訳　
論語と算盤』（ちくま新書）、『現代語訳　渋沢栄一自伝』

（平凡社新書）などがある。
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欠
と
な
る
。
研
究
内
容
を
さ
ら

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。
田
中
氏

は
「
在
宅
診
療
所
の
安
定
的
な

競
争
優
位
性
を
保
つ
に
は
、
組

織
や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
欠
か

せ
な
い
」
と
課
題
を
挙
げ
、
大

宮
氏
は
「
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の

医
療
に
貢
献
で
き
た
」
と
研
究

の
成
果
を
振
り
返
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
報
告
の
あ
と
に
は
選
考

委
員
が
質
問
や
研
究
の
改
善
点

に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

　

最
後
に
、
選
考
委
員
代
表
代

行
の
真
野
俊
樹
氏
（
中
央
大
学

大
学
院
戦
略
経
営
研
究
科
教

授
）
が
総
評
。「
研
究
助
成
に

取
り
組
む
に
は
所
属
先
か
ら
の

理
解
・
協
力
が
前
提
に
な
る
。

　

最
終
報
告
会
で
は
最
初
に
、

研
究
助
成
の
選
考
委
員
を
務
め

た
吉
長
成
恭
氏
（
広
島
経
済
大

学
特
別
客
員
教
授
）
が
あ
い
さ

つ
。「
報
告
内
容
を
皆
で
共
有

し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
経
営
の

向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
医
療
経
営
士
の
地
域

に
お
け
る
役
割
を
再
確
認
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

選
考
委
員
の
紹
介
に
続
き
、

助
成
対
象
者
３
組
の
代
表
者
が

登
壇
し
た
（
表
）。
梅
本
氏
は

外
来
受
診
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
実

践
に
つ
い
て
報
告
。「
２
０
４
０

年
に
は
高
齢
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
交
通
手
段
の
確
保
が
不
可

　

続
い
て
、
第
２
回
懸
賞
論
文

の
表
彰
式
・
講
演
・
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
受
賞

論
文
は
「
２
０
４
０
年
に
向
け

て
の
医
療
機
関
に
お
け
る
生
産

性
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
～
組

織
と
し
て
生
き
残
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
～
」。
執
筆
者
代
表

と
し
て
公
益
財
団
法
人
慈
愛
会

今
村
総
合
病
院
総
務
課
長
の
鈴

木
大
輔
氏
が
登
壇
し
た
。

　

鈴
木
氏
は
２
０
１
４
年
か
ら

自
院
で
進
め
て
き
た
増
患
対

策
、
事
業
の
新
陳
代
謝
な
ど
７

つ
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
を

紹
介
。
６
期
連
続
で
労
働
生
産

性
が
向
上
し
た
こ
と
に
触
れ
、

「
経
営
幹
部
を
巻
き
込
み
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
な
取
り
組
み
に
転
換

す
る
こ
と
が
重
要
」と
述
べ
た
。

　

な
お
、
第
２
回
研
究
助
成
の

最
終
報
告
書
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。ぜ
ひ
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

懸
賞
論
文
の
表
彰
式
・
受
賞
記
念
講
演
も
実
施

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
10
月
４
日（
日
）、第
９
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」東
京
大
会
２

日
目
の
午
前
の
部
に
お
い
て
、第
２
回「
医
療
経
営
に
関
す
る
研
究
助
成
」指
定
課
題
研
究
・
最
終
報
告
会
お

よ
び
第
２
回
懸
賞
論
文「
日
本
医
療
経
営
実
践
賞
」表
彰
式
・
講
演
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。多

く
の
医
療
経
営
士
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
視
聴
し
た
報
告
会
と
受
賞
記
念
講
演
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

第
２
回
研
究
助
成
・
最
終
報
告
会

３
組
が
１
年
間
の
研
究
成
果
を
報
告

※敬称略、登壇順、指定課題は①「第7次医療計画を踏まえた医療機関経営」、②「医療の国際化」、役職は研究当時

報
告
内
容
を
共
有
し

地
域
貢
献
に
役
立
て
よ
う
！

経
営
幹
部
を
巻
き
込
み

６
期
連
続
で
生
産
性
が
向
上

左から選考委員の真野俊樹氏、上塚芳郎氏（一般財団法人松本財
団顧問）、吉長成恭氏、Zoomで参加した川渕孝一氏（東京医科歯
科大学大学院医療経済学分野教授）

大宮謙一氏

梅本豊氏 田中智子氏

病
院
経
営
者
に

は
医
療
経
営
士

が
幅
広
く
活
躍

で
き
る
よ
う
に

エ
ー
ル
を
送
っ

て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

表 指定課題研究・最終報告会の登壇者と報告テーマ
指定課題登壇者（所属等） 報告テーマ

高齢者を取り巻く現状と高齢者の
移動手段について
～外来受診送迎サービスの実践

梅本 豊
（医療法人恒昭会藍野病院
地域医療連携センター
地域医療推進室室長）

①

医療依存度の高い患者を受け入れることは、
在宅医療診療所の競争優位につながるか田中智子 （あけぼの診療所院長補佐） ①

ベトナムにおける在宅医療の整備
―日本式医療マネジメントシステムの応用大宮謙一 （医療法人社団藤﨑病院

脳神経外科脳卒中センター長） ②

鈴木大輔氏
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医療経営士 資格認定試験3級 受
験エントリー

2021年
1月5日㊋
受付開始!

同僚や
知り合いの方に
ご紹介ください

第32回「医療経営士3級」

受験資格

試験会場
（予定）

受験料
※手数料別途

団体受験 ◇受験者10名を超える場合、団体としてまとめてお申し込みできます。
 ◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります※受験エントリーにはマイページへの登録が必要になります。詳しくは協会ホームページをご確認ください

年齢、学歴、国籍等の制約はありません

札幌・盛岡・仙台・東京・金沢・名古屋・大阪
広島・高松・福岡・鹿児島・那覇

医療経営士　資格認定試験　日程
試験日

2021年2月2日㊋受験料支払締切日

2021年1月5日㊋～2月1日⺼受験エントリー期間

37日2021年
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に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
９
月
に
東
北
支

部
が
で
き
て
か
ら
は
、
そ
れ
ま

で
以
上
に
研
究
会
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
東
北
地
域
の
医

療
経
営
士
と
の
交
流
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
実
際
、
困
っ
た
こ

と
や
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
と

気
軽
に
連
絡
・
相
談
で
き
る
仲

間
が
増
え
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
時
に
は
物
資

の
確
保
や
職
員
へ
の
対
応
に
つ

い
て
情
報
交
換
し
、
医
療
経
営

士
同
士
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
、

宮
城
県
の
医
療
経
営
士
に
よ
る

自
主
研
究
会
「
み
や
ぎ
仙
台
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
し
ま
し

た
。
私
を
含
め
５
人
が
幹
事
を

務
め
ま
す
（
表
）。
気
軽
に
情

　

私
は
も
と
も
と
診
療
放
射
線

技
師
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

で
き
ま
し
た
が
、
松
田
病
院
で

病
院
機
能
評
価
を
受
審
す
る
た

め
の
準
備
チ
ー
ム
が
結
成
さ

れ
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
事
務

部
門
に
転
籍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
病
院
全
体
の
仕
組
み

や
医
療
制
度
な
ど
を
総
合
的
に

勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢

先
、
医
療
経
営
士
の
資
格
を
知

り
、
①
テ
キ
ス
ト
が
複
数
あ
っ

て
き
ち
ん
と
勉
強
し
な
け
れ
ば

取
得
で
き
な
い
資
格
で
あ
る
こ

と
、
②
各
地
域
で
勉
強
会
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
お

り
、
資
格
取
得
後
に
横
の
つ
な

が
り
が
で
き
そ
う
な
こ
と
―
―

な
ど
か
ら
資
格
を
取
得
。
積
極

的
に
研
究
会
に
参
加
す
る
よ
う

報
交
換
が
で
き
る
横
の
つ
な
が

り
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、

偶
数
月
の
第
２
金
曜
日
に
定
期

的
に
研
究
会
を
開
催
す
る
方
針

で
、
宮
城
県
内
に
お
い
て
１
病

院
１
医
療
経
営
士
の
育
成
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

12
月
11
日
（
金
）
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信

で
開
催
す
る
第
１
回
研
究
会

は
、「
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
負
け
な
い
た
め
に
～
み

ん
な
の
取
り
組
み
共
有
し
よ

う
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
あ
ま
り

堅
苦
し
く
な
い
内
容
に
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
20
～
30
分
の

講
演
と
参
加
者
同
士
の
自
己
紹

介
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
２
部

構
成
で
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
医
療
経
営
士
の
方
と

つ
な
が
り
を
持
て
る
有
意
義
な

時
間
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宮
城
県
の
医
療
経
営
士
に
よ
る
自
主
研
究
会「
み
や
ぎ
仙
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
発
足
。12
月
11
日（
金
）に
第
１
回
研
究
会「
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
た
め
に
〜
み
ん
な
の
取
り
組
み
共
有
し
よ
う
」を
開
催
す
る
。同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
幹
事
を
務
め
る
医
療
法
人
松

田
会
事
務
部
次
長
の
佐
竹
直
也
氏
に
、研
究
会
立
ち
上
げ
の
動
機
や
今
後
の
活
動
方
針
な
ど
を
う
か
が
っ
た
。

医
療
経
営
士
の
連
携
を
深
め

切
磋
琢
磨
で
き
る
場
に
し
よ
う

東
北
支
部「
み
や
ぎ
仙
台
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
発
足

第
１
回
研
究
会
の
12
月
11
日
㊎
開
催
が
決
定
！

コ
ロ
ナ
禍
で
つ
な
が
り
の

重
要
性
を
再
認
識

宮
城
県
内
で
１
病
院
１
医
療

経
営
士
の
育
成
を
目
指
す

みやぎ仙台ネットワーク幹事
佐竹直也氏

表 みやぎ仙台ネットワーク幹事メンバー
佐竹直也氏 医療法人松田会事務部次長

金田圭悟氏 医療法人松田会事務部課長

小野寺和清氏 医療法人医徳会真壁病院経営企画室長

松本裕樹氏 石巻赤十字病院総合患者支援センター
地域医療連携係長

三橋知佳氏 社会医療法人康陽会中嶋病院法人管理室主任

第1回みやぎ仙台ネットワーク 12月11日金 19：00〜Zoomリアルタイム配信!

【第1部】 全国大会講演再現
 「ウィズコロナ時代を生き抜く新たな勤務様式」
 金田圭悟氏（医療法人松田会事務部課長）

【第2部】 自己紹介・グループワーク
 「みんなの取り組み共有しよう」

：プ ロ グ ラ ム日 時
テ ー マ
参 加 費

お問い合わせ先

：
：
：

：

12月11日（金）19時～ 20時
ウィズ・アフターコロナに負けないために～みんなの取り組み共有しよう
無料（どなたでも参加できます。医療関連企業へお勤めの方は医療経営士に
限定させていただきます）
日本医療経営実践協会東北支部

【担当】三浦、浅石　【連絡先】TEL：022-281-8536

【 開 催 概 要 】
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第1部  【総力特集】医療のデジタル化で大きく変わる病医院経営のイノベーション
 第1章 座談会 デジタルトランスフォーメーションがもたらす新しい病医院経営
 第2章 提言 医療のデジタル化を推進するための要点
 第3章 事例研究 効果的運用で成果を上げるデジタル化先進病医院の取り組み
第2部  医療界最新経営動向──2020年度トピックス
第3部  病院経営関連データ集

主
な
内
容

「医療のデジタル化」で大きく変わる
病医院経営のイノベーション

地域医療を守り抜く、
医療機関の
新たなる挑戦

医療経営白書2020年度版

ポストコロナ時代の新しい
病医院経営のあり方とは？

病医院がめざす
DX成功の要点

国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科博士課程修了。
博士（医療福祉経営学）。国立医療・病院管理研究所病院管理
専攻科修了。国立病院および民間病院など官民２つの経営
主体による病院実務経験を有する。診療情報管理士指導者。
専門は病院管理学、医療経営学。栃木県県北健康福祉センタ
ー協議会委員、日本医療経営学会理事を務める。

国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科修了、博士（医療
福祉経営学）。津久井赤十字病院、杏林大学医学部付属病院
を経て、2009年に東京医療保健大学に入職。2020年から
現職。第13回日本医療情報学会看護学術大会・大会長、日本
医療秘書学会第17回学術大会長などを歴任。保健師・看護
師・診療情報管理士・上級医療情報技師育成指導者。
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『医療経営士中級テキスト』シリーズ（日本医療企画刊）の改訂版および新版の発刊が７月下旬より順次進められている。
同シリーズは2010年6月に全19巻で創刊。今回のリニューアルでは多くの巻が10年振りに内容を一新した。
今号は、一般講座4巻の瀬戸僚馬氏と、一般講座7巻の山本康弘氏に、医療経営士に向けたメッセージなどをうかがった。

『医療経営士中級テキスト』シリーズが大幅リニューアル !

執筆者に聞く、テキスト学習のポイント 第4弾

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
ウ
ィ
ズ・コ
ロ
ナ
で
加
速
す
る「
医
療
Ｄ
Ｘ
」の
視
点
を
！

病
院
管
理
部
門
に
お
け
る
最
新
事
例
を
学
び
、理
論
的
知
識
と
実
務
的
手
腕
を
磨
く

　

病
院
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
不

透
明
で
あ
り
、
質
の
高
い
医
療
を
提

供
し
健
全
な
経
営
を
担
う
た
め
に
は

医
療
経
営
分
野
の
専
門
的
知
識
が
不

可
欠
で
す
。
本
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
に

あ
た
り
、
制
度
改
正
に
伴
う
修
正
や

新
た
な
環
境
に
適
合
す
る
項
目
の
追

加
を
行
い
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
、
I
o
T
物
品
管
理
や
地
域

医
療
連
携
推
進
法
人
等
を
踏
ま
え
た

共
同
購
入
、
医
療
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
な
ど
今
日
的
な
テ
ー
マ
を
含
め
、

病
院
管
理
者
と
し
て
把
握
し
て
お
く

べ
き
事
項
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

第
７
巻
の
タ
イ
ト
ル
は
「
事
務
管

理
／
物
品
管
理
」
で
す
。
医
療
経
営

士
テ
キ
ス
ト
と
し
て
医
療
と
経
営
の

理
論
的
知
識
と
実
務
応
用
の
修
得
が

可
能
な
書
籍
と
す
る
こ
と
を
心
掛

け
、ま
さ
に
、病
院
事
務
職
の
方
が
病

院
運
営
を
行
う
う
え
で
の
実
践
的
な

教
科
書
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。

　

第
１
章「
事
務
管
理
」で
は
、
病
院

組
織
、
人
事
・
労
務
、
財
務
、
医
療

事
務
な
ど
病
院
管
理
部
門
の
業
務
の

概
要
を
示
し
、
管
理
会
計
学
の
理
論

的
背
景
と
病
院
実
務
へ
の
応
用
、
統

計
学
的
手
法
を
活
用
し
た
診
療
統
計

な
ど
業
務
改
善
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
具

体
的
な
事
例
解
説
を
設
け
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
在
院
日
数
の
管
理
は
ベ

ッ
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
い

う
病
院
経
営
に
直
結
し
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
や
後
方
病
院
と
の
円
滑
な
連
携

の
あ
り
方
な
ど
の
実
務
に
与
え
る
影

響
も
大
き
い
。
診
療
報
酬
制
度
や
施

設
基
準
を
念
頭
に
し
た
医
事
課
の
立

場
だ
け
で
な
く
、
医
師
や
看
護
師
な

ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
立
場
も
考
慮
す

る
観
点
か
ら
一
人
の
患
者
様
の
入
院

日
数
に
着
目
し
た
多
軸
評
価
の
重
要

性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
事
務
管
理
部
門
に
勤
務
す
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
が
、「
医

療
経
営
士
」
有
資
格
者
と
し
て
院
内

で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
得
た
う
え

で
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
さ
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

山本康弘 やまもと・やすひろ�●国際医療福祉大学医療福祉・マネジメント学科副学科長、教授
中級【一般講座】７『事務管理／物品管理』

　
『
医
療
I
T
シ
ス
テ
ム
』
は
、
今

改
訂
か
ら『
医
療
I
C
T
シ
ス
テ
ム
』

に
名
称
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
情
報
技
術
）は
、人
と
人
を
繋
ぐ「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
土
台
で
も

あ
り
ま
す
。
前
改
訂
か
ら
の
５
年
間

で
、
そ
の
重
要
性
が
飛
躍
的
に
高
ま

っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
改
題
で
す
。

併
せ
て
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
も
、
テ
キ
ス

ト
の
守
備
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
に

伴
い
、「
診
療
情
報
」
か
ら
「
ヘ
ル

ス
デ
ー
タ
」
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。

内
容
面
で
も
、
医
療
と
保
健
・
福
祉

と
の
連
携
や
、
P
H
R
な
ど
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
改
訂
で
は
、「
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
」
の
概
念
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
Ｄ
Ｘ
と
は
、
文
字
通
り
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
っ
て
質
的
な
転
換
を
図

る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
現
在
、
ウ
ィ

ズ
・
コ
ロ
ナ
に
合
わ
せ
て
「
新
し
い

生
活
様
式
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）
」

の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
は
人
と
人
の
接
点
を
対
面
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
に
置
き
換
え
る
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
環
境

で
の
社
会
生
活
は
感
染
拡
大
が
な
く

て
も
進
ん
で
い
た
こ
と
で
す
か
ら
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
気
に
加
速
し
た

Ｄ
Ｘ
は
、
も
は
や
元
に
戻
ら
な
い
動

き
と
捉
え
る
べ
き
で
す
。

　

加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
電

話
再
診
な
ど
の
現
状
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
医
療
へ
の
活
用
な
ど
も
盛

り
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
進

行
形
の
施
策
で
す
か
ら
、
制
度
論
と

し
て
細
か
い
知
識
を
詰
め
込
む
よ
り

も
、
Ｄ
Ｘ
の
基
本
的
視
点
を
押
さ
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
う
し

た
視
点
で
改
訂
を
行
い
ま
し
た
の

で
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
活
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
ジ
ョ
ウ
ホ
ウ
」
と
い
う
経
営
資
源

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
視
座
が
広

が
り
、
院
内
の
議
論
が
活
性
化
す
る

一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

瀬戸僚馬�せと・りょうま�●東京医療保健大学医療保健学部医療情報学科教授
中級【一般講座】４『医療ICTシステム』

※テキストの詳細は専用サイト
　http://www.jmp.co.jp/mm/
　をご確認ください。



データから読み解く医療機関の経営状況と
コロナ後に求められる新戦略

第20回試験 第1～20回試験累計
受験者数 419人 7,378人
合格者数 114人 2,017人
合格率 27.2% 27.3%

第31回試験 第1～31回試験累計
受験者数 1,896人 45,593人
合格者数 865人 20,066人
合格率  45.6％ 44.0％

年代 受験者数 合格者数 合格率
29歳以下  33人 （7.9％） 9人 （7.9％） 27.3％

30歳以上39歳以下  127人 （30.3％） 30人 （26.3％） 23.6％
40歳以上49歳以下  139人 （33.2％） 41人 （36.0％） 29.5％
50歳以上59歳以下  103人 （24.6％） 31人 （27.2％） 30.1%

60歳以上  17人 （4.1％） 3人 （2.6％） 17.6％

年代 受験者数 合格者数 合格率
29歳以下  463人 （24.4％） 175人 （20.2％） 37.8％

30歳以上39歳以下  627人 （33.1％） 298人 （34.5％） 47.5％
40歳以上49歳以下   527人 （27.8％） 271人 （31.3％） 51.4％
50歳以上59歳以下  267人 （14.1％） 118人 （13.6％） 44.2%

60歳以上  12人 （ 0.6％） 3人 （ 0.3％） 25.0％

勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院  96人 （22.9％） 28人 （24.6％） 29.2％

医療関連企業  67人 （16.0％） 18人 （15.8％） 26.9％
医薬品製造・卸売  173人 （41.3％） 46人 （40.4％） 26.6％
医療機器製造・販売  14人 （ 3.3％） 6人 （5.3％） 42.9％

金融機関   33人 （ 7.9％） 6人 （5.3％） 18.2％
大学・短大生  2人 （ 0.5％） 0人 （0.0％） 0.0％

その他  34人 （ 8.1％） 10人 （8.8％） 29.4％

勤務先 受験者数 合格者数 合格率
病医院  341人 (18.0％） 176人 （20.3％） 51.6％

医療関連企業  392人 （20.7％） 159人 （18.4％） 40.6％
医薬品製造・卸売  714人 （37.7％） 359人 （41.5％） 50.3％
医療機器製造・販売  81人 （ 4.3％） 29人 （ 3.4％） 35.8％

金融機関   185人 （ 9.8％） 74人 （ 8.6％） 40.0％
大学・短大生  30人 （ 1.6％） 16人 （ 1.8％） 53.3％

その他  153人 （ 8.1％） 52人 （ 6.0％） 34.0％

【お問い合わせ先】日本ヘルスケア経営学院  事務局（日本医療企画内）　☎03-3553-2862　https://hcmi-s.net/

『ヘルスケア業界データブック2020』発刊記念WEBセミナー

※本セミナーでは、参考図書として『ヘルスケア業界データブック2020』（日本医療企画刊）を使用しております。

ヘルスケア
経営学院

【公開講座】

講 師

受 講 料
講義時間

：

：
：

青山竜文氏
（株式会社日本政策投資銀行ヘルスケア室長）

3,000円＋税
約70分予定

主な内容 ：
①医療機関の経営状況に関する現状分析
②新型コロナが医療経営に与えた影響や従前からの課題
③コロナ後の環境変化にどのように対応していくべきか

医療機関はもちろん、
医療関連企業の方も
ぜひご視聴ください

セ
ミ
ナ
ー

概
要

12月配信開始!
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●
結
果
概
要
【
表
１
】

　

受
験
申
込
者
数
４
７
８
人
の

う
ち
４
１
９
人
が
受
験
（
受
験

率
87
・
７
％
）し
、１
１
４
人
が

合
格
し
た（
合
格
率
27
・
２
％
）。

こ
の
結
果
、
第
１
回
か
ら
の
受

験
者
の
累
計
は
７
３
７
８
人
、

合
格
者
の
累
計
は
２
０
１
７
人

と
な
り
、
20
回
目
で
合
格
者
累

計
２
０
０
０
人
を
超
え
た
。

●
年
代
別
構
成
【
表
２
】

　

受
験
者
数
は
、「
40
歳
以
上

49
歳
以
下
」が
最
多
で
、「
30
歳

以
上
39
歳
以
下
」
が
続
い
た
。

一
方
、合
格
者
数
は
、「
40
歳
以

上
49
歳
以
下
」
に
次
い
で
「
50

歳
以
上
59
歳
以
下
」
が
多
く
、

合
格
率
は
30
・
１
％
と
最
も
高

か
っ
た
。

●
男
女
別
構
成

　

受
験
者
数
は
男
性
３
６
２

３級合格者、累計２万人を突破！ 
２級合格者は累計２,０００人を超える

２
級
１
１
４
人
、３
級
８
６
５
人
が
見
事
合
格
を
果
た
す
！

51
・
４
％
と
最
も
高
く
、「
30
歳

以
上
39
歳
以
下
」
が
47
・
５
％

と
続
い
た
。

●
男
女
別
構
成

　

受
験
者
数
は
男
性
１
５
３
６

人
、
女
性
３
６
０
人
。
合
格
者

数
は
男
性
７
１
９
人
、
女
性

１
４
６
人
で
あ
っ
た
。
最
近
は

女
性
の
合
格
率
が
高
い
傾
向
が

続
い
て
い
た
が
、
今
回
は
男
性

が
６
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

●
勤
務
先
別
構
成
【
表
６
】

　

受
験
者
数
で
は
、「
医
薬
品

製
造
・
卸
売
」
が
７
１
４
人
と

全
体
の
４
割
近
く
を
占
め
、「
医

療
関
連
企
業
」（
３
９
２
人
）

が
続
い
た
。
合
格
者
数
は
「
医

薬
品
製
造
・
卸
売
」
が
３
５
９

人
（
合
格
率
50
・
３
％
）、
次
い

で
「
病
医
院
」
が
１
７
６
人
（
同

51
・
６
％
）。「
大
学
生
・
短
大
生
」

の
受
験
者
数
は
２
％
未
満
と
少

な
か
っ
た
が
、
合
格
率
（
53
・

３
％
）
の
高
さ
が
目
立
っ
た
。

●
結
果
概
要
【
表
４
】

　

受
験
申
込
者
数
２
１
５
５
人

（
第
29
回
〔
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
〕

か
ら
の
振
替
申
込
者
３
６
８
人

を
含
む
）
の
う
ち
１
８
９
６
人

が
受
験（
受
験
率
88
・
０
％
）し
、

８
６
５
人
が
合
格
し
た
（
合
格

率
45
・
６
％
）。
こ
の
結
果
、
累

計
受
験
者
数
は
４
万
５
５
９
３

人
、
累
計
合
格
者
数
は
２
万
66

人
と
な
っ
た
。

●
年
代
別
構
成
【
表
５
】

　

受
験
者
数
、
合
格
者
数
と
も

に
、「
30
歳
以
上
39
歳
以
下
」

が
最
多
、「
40
歳
以
上
49
歳
以

下
」
が
続
い
た
。
合
格
率
は
、

「
40
歳
以
上
49
歳
以
下
」
が

【表1】第20回2級試験および過去試験累計 結果概要

【表4】第31回3級試験および過去試験累計 結果概要

【表6】第31回3級試験 勤務先別構成

【表2】第20回2級試験 年代別構成

【表5】第31回3級試験 年代別構成

【表3】第20回2級試験 勤務先別構成

一般社団法人日本医療経営実践協会は、11月18日（水）、第20回「医療経営士2級」および
第31回「医療経営士3級」資格認定試験（ともに10月18日〔日〕実施）の合格者を発表した。2級試験（12会場）は419人が受験し、

114人が合格した。3級試験（42会場）は1,896人が受験し、865人が合格した。両試験について、結果の詳細を報告する。

第
20
回「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

第
31
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験

人
、
女
性
57
人
、
合
格
者
数
は

男
性
97
人
、
女
性
17
人
で
、
と

も
に
全
体
の
85
％
以
上
を
男
性

が
占
め
た
。
一
方
、
合
格
率
は

男
性
26
・
８
％
、
女
性
29
・
８

％
で
、
女
性
が
３
ポ
イ
ン
ト
高

か
っ
た
。

●
勤
務
先
別
構
成
【
表
３
】

　

受
験
者
数
で
は
、「
医
薬
品

製
造
・
卸
売
」
が
１
７
３
人
と

全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
、
そ

の
後
、「
病
医
院
」（
96
人
）
が

続
い
た
。
合
格
者
数
は
「
医
薬

品
製
造
・
卸
売
」
が
46
人
（
合

格
率
26
・
６
％
）、
次
い
で
「
病

医
院
」が
28
人（
同
29
・
2
％
）。

ま
た
、「
医
療
機
器
製
造
・
販
売
」

は
、
受
験
者
数
は
14
人
と
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
合
格
率
42
・

９
％
で
、
そ
の
高
さ
が
際
立
っ

た
。

※カッコ内の数値は全体に占める割合。小数点以下第2位を四捨五
入しているため、合計が100%にならない場合がある。

※勤務先別の「金融機関」は第6回から、「医薬品製造・卸売」は第23
回から、「医療機器製造・販売」の累計は第30回から追加された。

※勤務先別の「その他」には、弁護士、税理士等の士業、建設会社等の
一般企業が該当する。

第20回「医療経営士2級」
第31回「医療経営士3級」
資格認定試験 結果詳報


